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占いのはなし

札幌市医師会
表参道ペインクリニック
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患者さんからもうすぐ無くなる
と思われている病院
十勝医師会
とかち泌尿器科

井
い の

上
う え

　隆
りゅう

太
た

「英哉、あんたの生年月日と生まれた時間を教え

てちょうだい」

今から40年以上前、エンジニアを目指して関東地

方の工学部に入学したものの、授業はおもしろくな

く友人もできず、自分探しに突入してしまい医学部

受験という選択が頭に入り離れなくなった。実家の

両親に大学辞めて医学部受験をしたい旨を言ったと

ころ、何バカなこと言ってんだ、無理に決まってい

ると、けんもほろろに諭された。当時居候させても

らっていた母親の妹の叔母さんにも同じことを話し

たところ、「わかった、おばさんが川崎によくあた

る占い師がいるから、聞いてあげる。もしその占い

師さんが無理って言ったら今の大学卒業するんだ

よ」ってことになった。子供時代にTVで観た占い師

といえば水晶玉に呪文をかけたら、他人が憑依した

感じであやしい雰囲気満載だったが、その占い師は

普通の家に住むおばさんで本人の氏名と生年月日と

生まれた時間から予見してくれるらしい。次の日、

家に帰ると叔母さんが神妙な顔をしてこう言った。

「医学部には受かるらしい。ただし医者になっても

内科や外科みたいなメジャーな診療科には行ったら

ダメ、マイナーな科だと成功するよ」受験のことだ

けでなく将来のことまで予言してくれる、なんと親

切なと思ったがとにかく医学部に受かるって予言さ

れたことで、模試のＡ判定以上の安心感というか暗

示効果があったのか医大に合格できた。占い師のこ

ともすっかり忘れた６年後、卒業時、何科に進むか

を決める時期になった。数ある候補から麻酔科を選

びその後飛び切りマイナーなペインクリニックで開

業して現在に至っている。結果的に占い師の予言通

りの人生を歩むことになった。

さて今なら何を占ってもらうだろうか？もうやり

直しの効かない年齢に達してしまい、占いの結果に

一喜一憂することもないだろう。そうなると自分は

いつ死にますか？みたいな予言になるが、あと10年

後死にますよと言われたら、もう少し長く生きれま

せんかとかジタバタすることになるだけだろう。結

局自分の人生は幸せでしたか？死んだあとどうなっ

てますか？くらいしかないのかもしれない。占いは

自分に都合の良い後押しをしてくれるお守りみたい

なものなのだろうから。でも、もし川崎の占い師が

生きていたら「概ね幸せだったよ。ただしマイナー

な生き方貫いたらね。死んだあとは残せるものは何

もなかったけど、あんたの生き写しが出てきてうま

いことやってるよ」って言ってほしいな。

私は帯広に住んで10年ほどになりました。大学の

医局人事で帯広協会病院に赴任し、その後、現在の

医療法人に就職しました。帯広は比較的住みやすく

そのまま定住してしまいました。私が就職した医療

法人は帯広泌尿器科、とかち泌尿器科（音更町）の

２か所のクリニックを運営しています。もともと帯

広泌尿器科で働いていたのですが、とかち泌尿器科

の院長が退職したため、今年の６月にとかち泌尿器

科に異動となりました。それに伴いまして帯広市医

師会から十勝医師会へ変更になっております。

私が着任した当初は患者さんから「ここの病院は

もうすぐ無くなるんでしょ？」とか「来月から新し

い病院に行ったらいいのかい？」とよく言われまし

た。前任の院長がすぐ近くで開業したため、移転し

たと勘違いしている患者さんが大勢いました（地元

の新聞にも誤解されるような内容で記事が出ていま

す）。最初は驚いたのですが、「大丈夫です。ここの

病院は無くなりませんので安心してください」とお

話しています。今後どうなるか先が見通せない状況

ですが、通院してくれる患者さんのために頑張って

いきたいと思います。

前回会員のひろばに投稿したのは５年前でした

（2020年12月号　接待を伴う飲食店）。私はカラオケ

が苦手なのですが、カラオケを強要されるカラオケ

スナック（以後スナック）が最も苦手です。新型コ

ロナウイルス感染症の影響でスナックに行く機会が

減り、少し気持ちが救われたという内容でした。も

しかしたら、スナックからカラオケがなくなる日が

来るかもしれないという期待も書いていました。し

かし、現実は違いました。行動制限がなくなり、結

局スナックに誘われる日々に逆戻りです。以前との

違いは、スナックに行ってもカラオケを強要されな

いという点です。事情を知らない店員は私にカラオ

ケを勧めてくるのですが、一緒に行った人が断って

くれるようになりました。自分でもばかばかしい内

容だと思ったのですが、私の投稿を読んでくれた方

もいたようです。その点については思い切って投稿

した甲斐がありました。もしかしたら単純に時代が

変わったのかもしれません。それでもスナックには

誘われ続けます。何で誘われるのか分かりません

が、座っているだけでいいので一緒に来てほしいと

執拗に誘われます。数合わせかもしれません。カラ

オケを勧められないだけましになりましたが、体に

ハイボールを流し続けているだけなので、自分の体

のためにも早く帰れる方法を編み出したいです。


